
全体総括

24.92

　令和３年度は、前年度と比較し外出自粛が落ち着
きを見せた事や節水意識の向上により有収水量が減
少し、⑥給水原価が増加した一方、給水契約数が大
きく伸びたこと、前年度に実施した2か月間の基本
料金の半額を減額した施策の影響がなくなったこと
により給水収益は増加し、①経常収支比率や⑤料金
回収率は増加した。
　③流動比率は１００％を大きく上回り、④企業債
残高対給水収益比率は類似団体平均を大きく下回る
など、企業債に頼らない十分な収益と短期的な支払
いに耐えうる十分な現金を確保できている。しかし
ながら、今後、設備更新に多額の企業債を発行予定
である外、老朽化した管渠の更新が急務であること
など多額の出費が控える中、将来を見越した健全な
経営に努めていく必要がある。
　また、有収率は洗管作業を行った延長の差により
増加したものの、引き続き漏水の抑制に努めるな
ど、高水準の有収率を維持していく必要がある。
　将来的に人口は減少に転じることが見込まれるこ
とから、人口の水準を見極めつつ、料金の見直しを
含む経営改善を検討していく必要がある。

2. 老朽化の状況について

　①有形固定資産減価償却率は、類似団体平均を上
回っており、管渠や施設の改築更新の必要性が高
まっている。令和３年度に実施した老朽管の更新に
より管路経年化率は多少の改善を見せ、類似団体平
均を下回るなど、計画的な管路更新の成果は見える
ものの、適切な資産の更新ペースを見極めて管路や
施設の改築更新を進めていく必要がある。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km
2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　現状や財政の健全性を保っているものの、有形固
定資産減価償却率が高く、将来的に資産の更新費用
が増加していく見込みの一方、人口減少と節水傾向
により給水収益の減少が懸念されるため、適切な施
設更新とそれに対する財源確保を示した投資・財政
計画に基づき、健全な経営に努めていく必要があ
る。

2,107.95 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 84.13 99.74 2,783 52,530

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

52,705 24.92 2,114.97 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
埼玉県　白岡市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.70 0.74 0.63 0.79 0.87

平均値 0.75 0.63 0.63 0.60 0.56

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

130.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 112.85 117.30 113.28 122.87 124.14

平均値 112.15 111.44 111.17 110.91 111.49

42.00

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 51.04 52.73 53.90 55.03 55.91

平均値 46.94 47.62 48.55 49.20 50.01

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 15.95 15.27 17.90 17.48 16.81

平均値 14.48 16.27 17.11 18.33 20.27

①経常収支比率(％)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 1.00 1.03 0.78 0.92 0.87

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 331.47 419.70 385.69 389.99 515.29

平均値 355.50 349.83 360.86 350.79 354.57

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 205.40 187.23 171.69 152.42 128.58

平均値 312.58 314.87 309.28 322.92 303.46

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 102.61 110.67 103.21 111.23 115.26

平均値 104.57 103.54 103.32 100.85 103.79

125.00

130.00

135.00

140.00

145.00

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

175.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 157.73 147.01 157.61 141.08 141.78

平均値 165.47 167.46 168.56 167.10 167.86

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 74.41 78.71 77.89 77.38 76.31

平均値 59.74 59.46 59.51 59.91 59.40

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

91.00

92.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 90.78 85.74 85.33 89.78 90.83

平均値 87.28 87.41 87.08 87.26 87.57

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【111.39】 【1.30】 【261.51】 【265.16】

【90.12】【60.29】【167.74】【102.35】

【50.88】 【22.30】 【0.66】



　当市において法定耐用年数を超えた管渠はない
が、平成２８年度には硫化水素が原因と思われる管
渠の腐食があったことから、管渠の改築工事を実施
した。将来的な施設の老朽化に向けて、改築等に向
けた財源確保や経営に与える影響等を検討し、経営
改善の実施や投資計画等の見直しを行う必要があ
る。

2. 老朽化の状況

全体総括

　汚水処理費を下水道料金で賄える料金水準になっ
ていないことから、基準外繰入金に頼った経営を
行っている状況である。当該状況を是正するため、
令和４年度及び令和６年度に料金改定を予定してい
る。
　今後、施設の改築更新や汚水処理経費の増加が見
込まれることから、安定的な財政運営のため、料金
水準の妥当性について定期的な検討を行っていく必
要がある。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

- 62.85 69.99 88.33 2,070

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

36,861 5.03 7,328.23 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　類似団体平均と同水準であるが、経常収益のうち
約17％が基準外繰入金であり、一般会計からの繰入
金に大きく依存した状態である。経費節減等の費用
の削減と料金改定等による収益の増加に向けた取組
が必要である。
③流動比率
　流動比率が100％を大きく下回り、支払うべき負
債に対する短期的な支払能力が不足している。資金
繰りの観点からも基準外繰入金に依存しており、料
金改定等の現金確保に向けた取組が必要である。
⑤経費回収率
　類似団体平均と比較し低い水準にあり、汚水処理
経費を料金収入で賄えていない。今後も施設の整
備、更新に伴い汚水処理経費の増加が想定されるた
め、定期的な料金設定の見直しが必要である。
⑥汚水処理原価
　安定した汚水処理コストを維持しているが、今後
汚水処理経費の増加が見込まれるため、水洗化率の
向上と有収水量の増加に向けた取組が必要である。
⑧水洗化率
　類似団体と比較して高い水準となっているもの
の、100％には及ばず、今後更なる水洗化率の向上
に努めていく必要がある。

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

52,705 24.92 2,114.97 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Bc1 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
埼玉県　白岡市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 0.10 0.09

平均値 - - - 0.09 0.24

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 104.07 102.81

平均値 - - - 104.59 106.90

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 3.46 6.89

平均値 - - - 14.80 25.20

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 0.10 2.02

①経常収支比率(％)

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 0.83 5.30

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 43.24 34.37

平均値 - - - 57.60 72.92

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 1,350.40 1,325.01

平均値 - - - 1,008.36 734.47

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 73.14 76.32

平均値 - - - 85.67 90.69

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 143.87 138.10

平均値 - - - 146.12 138.52

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - - -

平均値 - - - 56.39 59.96

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 95.93 96.16

平均値 - - - 91.45 94.27

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【107.02】 【3.09】 【71.39】 【669.11】

【95.72】【59.99】【134.98】【99.73】

【38.17】 【6.54】 【0.24】



　法定耐用年数を超えた管渠がないことから管渠老
朽化率や管渠改善率は数値化されていない。
　しかし、将来的な施設の老朽化に向けて、改築更
新に係る費用と経営に与える影響を十分検討し、経
営改善の実施や投資計画等の見直しを行う必要があ
る。

2. 老朽化の状況

全体総括

　現状では、基準外繰入金により不足額を補てんし
ている状況にあり、将来的な施設の老朽化や維持管
理費の増加により、必要な基準外繰入金の額は今後
増加していく懸念がある。
　こうした中、水洗化率向上による収益の増加や、
経費削減に取り組むだけでなく、集約化などの抜本
的な経営改善策を検討していく必要がある。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

- 67.07 2.45 100.00 3,190

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

1,293 0.61 2,119.67 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　経常収益のうち約20％が基準が繰入金であり、一
般会計からの繰入金に大きく依存した状態である。
今後改築更新の費用が増加する見込みであることか
ら、財源の確保等と含め経営改善を図る必要があ
る。
③流動比率
　流動比率が100％を大きく下回り、支払うべき負
債に対する短期的な支払い能力が不足している。資
金繰りの観点からも基準外繰入金に依存した状態で
あり、抜本的な経営改善が必要である。
④企業債残高対事業規模比率
　事業開始時の積極的な施設整備のために多額の企
業債を発行したことから高い水準になっている。現
在は企業債は減少傾向であるものの、将来的な施設
の老朽化に向け、抜本的な経営改善が求められる。
⑤経費回収率、⑥汚水処理原価
　施設の運転費用に対し、利用者が少なく十分な料
金収入が得られないことから、汚水処理原価は高
く、経費回収率は低くなっている。料金改定のみに
よる改善には限界があり、事業の集約化などを検討
していく必要がある。
⑦施設利用率
　施設の余力が大きい。今後人口減少が進み、施設
利用率はさらに減少する見込みである。
⑧水洗化率
　類似団体平均と同水準であるが、今後も水洗化率
の向上に努めていく必要がある。

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

52,705 24.92 2,114.97 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
埼玉県　白岡市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 0.25 0.05

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 101.17 100.86

平均値 - - - 106.37 106.07

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 4.88 8.15

平均値 - - - 20.34 21.85

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 139.02 132.04

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 27.85 36.75

平均値 - - - 29.13 35.69

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

3,500.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 2,888.70 2,665.43

平均値 - - - 867.83 791.76

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 48.19 48.15

平均値 - - - 57.08 56.26

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 249.09 259.71

平均値 - - - 274.99 282.09

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 57.72 55.38

平均値 - - - 54.83 66.53

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 86.84 88.32

平均値 - - - 84.70 84.67

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.16】 【128.23】 【34.77】 【786.37】

【86.91】【61.14】【256.97】【60.65】

【24.95】 【0.00】 【0.03】


